
3-2014

「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

２人のお雛様(第10回尾鷲おひなさままつり)
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2014 年３月　暮らしのカレンダー
日付 曜日 行政手続きなど イベント等 健康関係

1 土 春季火災予防運動開始 (P6)
三木里町民文化展 (P19)
尾鷲イタダキ市 (P19)
夜間観望会 (P20)

自殺対策強化月間開始 (P4)
自殺対策強化月間関連図書コーナー開始
(P4)

2 日

大杉谷森林鉄道　記録フィルム映写会＆
座談会 (P16)
陶芸・ワークショップ (P16)
その場でできる木工教室 (P16)
三木里町民文化展 (P19)

休日当番医・当番薬局 (P17)

3 月 市議会本会議 (P19)
ジュニアソフトテニスクラブ募集開始 (P19)

4 火 市議会本会議 (P19) 大人の折り紙講座申込開始 (P18)
お話し会「おわせの昔ばなし」(P18)

自殺対策強化月間街頭キャンペーン
(P4)

5 水 市議会本会議 (P19) 乳がん・子宮頸がん検診 (P17)

6 木 教育委員会臨時職員募集期限 (P18)
市議会生活文教常任委員会 (P19) おはなしだっこ (P20) 献血４００ml(P17)

7 金 市議会総務産業常任委員会 (P19) 夜間観望会 (P20)
せぎやまロードショー (P20)

8 土 教育委員会臨時職員採用試験 (P18)

おわせ健康ウォーキングツアー１泊２日
コース (P15)
三木浦町民文化展 (P19)
夜間観望会 (P20)
おはなしの広場 (P20)

9 日
ドローイング・ワークショップ (P16)
その場でできる木工教室 (P16)
三木浦町民文化展 (P19)

休日当番薬局 (P17)

10 月 市臨時・嘱託職員採用募集期限 (P18)
市議会予算決算常任委員会 (P19) 世界遺産風呂開始 (P16)

11 火 児童相談・女性相談 (P18)
市議会予算決算常任委員会 (P19) 胃がん・肺がん検診 (P17)

12 水 無料法律相談 (P18)
市議会予算決算常任委員会 (P19)

13 木 無料交通相談 (P18)
市議会予算決算常任委員会 (P19) おはなしの時間 (P20)

14 金 市議会予算決算常任委員会 (P19) 大人の折り紙講座 (P18)
夜間観望会 (P20)

15 土 市臨時・嘱託職員採用試験 (P18)
熊野古道フォトコンテスト入賞・入選作
品展開始 (P16)
夜間観望会 (P20)

16 日 避難所運営訓練 (P6) 陶芸・ワークショップ (P16)
その場でできる木工教室 (P16) 休日当番医・当番薬局 (P17)

17 月 し尿くみ取り・須賀利 ( ～ 18 日 )(P19) 東紀州の四季を味わう料理教室申込期限 (P16)

18 火 市議会本会議 (P19)
19 水
20 木 人権相談 (P18)

広報おわせ５月号有料広告締切 (P18) お話し会「おわせの昔ばなし」(P18)

21 金 曽根町「趣味の作品展」(P19)
夜間観望会 (P20) 休日当番薬局 (P17)

22 土
曽根町「趣味の作品展」(P19)
夜間観望会 (P20)
おはなしの広場 (P20)

23 日
東紀州の四季を味わう料理教室 (P16)
人・海・さかな展最終日 (P16)
その場でできる木工教室 (P16)

休日当番薬局 (P17)

24 月 し尿くみ取り・早田 (P19) おわせ健康ウォーキングツアー日帰り
コース (P15)

25 火 し尿くみ取り・九鬼 ( ～ 27 日 )(P19)
26 水 行政相談 (P18)
27 木 おはなしの時間 (P20)
28 金 夜間観望会 (P20)
29 土 夜間観望会 (P20)
30 日 休日当番医・当番薬局 (P17)

31 月
市指定ごみ袋減免申請締切 (P18)
国民健康保険税納期限 (P18)
後期高齢者医療保険料納期限 (P18)
し尿くみ取り・三木浦 ( ～ 4/2 日 )(P19)

※このカレンダーには、２月２１日㈮時点で、主に市が所管する情報を掲載しています。
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自殺対策強化月間・・・・・・・・・・・・・４ きょういくあれこれ・・・・・・・・・・・１４

男女共同参画関係・・・・・・・・・・・・・５ 海中さんぽ・・・・・・・・・・・・・・・１４

防災おわせ・・・・・・・・・・・・・・・・６ みんなで健康づくり・・・・・・・・・・・１５

福祉の制度のお知らせ・・・・・・・・・・・７ がんばんりょるコーナー・・・・・・・・・１５

「市長への手紙」に回答します ・・・・・８、９ 夢古道おわせのお知らせ・・・・・・・・・１６

平成 24年度国民健康保険事業決算・・１０、１１ 熊野古道センターのお知らせ・・・・・・・１６

今月のフォトグラフ・・・・・・・・・・・１２ 検診、休日当番医等・・・・・・・・・・・１７

ふれあいひろば、はじめまして満１歳です・１３ おしらせ、ほか・・・・・・・・・・１８－２０

３ 月 号　 も く じ

市の花　ヤブツバキ　情熱 市の木　ヒノキ　伝統

市の鳥　アオサギ　繁栄 市の魚　ブリ　発展



❹

　日本の自殺者数は平成１０年に急増し、年間３万人を超えていましたが、平成 24 年
に３万人を下回り、昨年（速報値）も 27,195 人とさらに減少しました。しかし、依然
として一日平均７０人以上（交通事故死者の６倍）の人が、自殺で亡くなっている現状
があり、深刻な社会問題となっています。

　お問い合わせ　福祉保健課健康長寿推進係　☎㉓３８７１

尾鷲市は県内で自殺死亡率が高い地域です。
　尾鷲地域は三重県下でも自殺死亡率が高く、平成 19 ～ 23 年累計の統計によると、三重県が 20.2％であるのに対し、
尾鷲保健所管内（尾鷲市、紀北町）では 29.6％、尾鷲市だけでは 30.6％となっています。

大切な命、地域のみんなで守りましょう！
　自殺予防のために今できることがあります。一人ひとりが下記の
４つのポイントを心がけ地域のみんなで自殺を予防しましょう。
①気づいて声をかける

　身近な人にいつもと違うような様子や右記のようなが変化（サ
イン）がみられたら、それに気づいて声をかけてみましょう。

②話を聴く（傾聴）
　話（悩み）をじっくりときき、相手の気持ちを理解しましょう。
話をきいてもらうだけでも相手の気持ちは楽になります。

③つなぐ
　話をきき、専門家の支援が必要と感じたら、相談機関へつなぎ
ましょう。

　◎相談機関
相談種別 相談機関 電話番号 相談日時

こころの相談
福祉保健課 ㉓ 3871 月～金曜日（祝日除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

尾鷲保健所 ㉓ 3428 月～金曜日（祝日除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

こころの悩みの傾聴 こころの傾聴テレフォン 059-223-5237
059-223-5238

月～金曜日（祝日除く）
午前１０時～午後４時

④見守る
　一見元気になったように見えても悩みは繰り返されることも。相手が完全に乗り越えるまで長期間見守ってあげ
ましょう。

☆自殺対策強化月間事業のお知らせ☆
　市では「自殺対策強化月間」にあわせて、関係機関と協力し、街頭キャンペーンと自殺予防関連図書コーナーの開
設を行います。

街頭キャンペーン 関連図書コーナーの開設
日時：３月４日 ( 火 )　午前９時～１０時
場所：イオン尾鷲店

期間：３月１日 ( 土 ) ～３０日 ( 日 )
場所：市立図書館

 

 

こんな変化（サイン）に注意！
□以前と比べ表情が暗く、元気がない
□口数が少なくなった
□遅刻、早退、欠勤（欠席）が増える
□仕事や家事の能率が低下する、ミスが増える
□好きなことに対して興味がなくなる
□周囲との交流を避けるようになる
□孤立している
□よく眠れていない
□体調不良の訴えが多くなる
□飲酒量が増える
□自殺を口にする　　　　　　　　　など
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職場に活気
〇女性が方針決定の場への参画し、多様な人材が活躍する
　ことによって、創造性が増し、生産性が向上
〇男女がともに働きやすい職場環境が確保されることに
　よって、個人が能力を最大限に発揮

地域力の向上
〇男女がともに主体的に地域活動やボランティア等に参画
　することによって、地域コミュニティーが強化
〇地域の活性化、暮らし改善、子どもたちが伸びやかに育
　つ環境が実現

家庭生活の充実
〇家族を構成する個人がお互いに尊重し合い協力し合うこ
　とによって、家族のパートナーシップの強化
〇仕事と家庭の両立支援環境が整い、男性の家庭への参画
　も進むことによって、男女がともに子育てや教育に参加

　市では第２次尾鷲市男女共同参画推進基本計
画に沿って「男女の性別にとらわれず、それぞ
れのライフスタイルや価値観を尊重し合いなが
ら、共に支え合うまちにする」を理念に男女共
同参画社会の実現に向けて取り組みます。

お問い合わせ　市長公室　☎㉓８１３４

ひとりひとりの
豊かな人生

　仕事、家庭、地域生活など、多
様な活動を自らの希望に沿った形
で展開でき、男女がともに夢や希
望を実現

皆さんも身近なところから、男女共同参画について考えてみましょう。

 

 

　ダイバーシティとは日本語で ｢多様性｣ のことです。
　性別、国籍、障がいの有無等に関わらず、あらゆる人が自分の持つ能力を
存分に発揮できる社会をダイバーシティ社会といいます。
　従来、企業や社会では「男は仕事、女は家庭」という性別役割分業に基づ
く制度を取り入れていました。この性別役割分業を中心に日本人男性をモデ
ルとする人事制度や雇用慣行が実施されてきたのです。しかし、ワークスタ
イル・ライフスタイル、また、社会のニーズが多様化するなか、より多くのニー
ズに合う企業活動やサービスを提供するには、企業においても多様な人材を
活かす戦略が求められています。
　特に、これまで活かされてこなかった女性の能力を引き出し、発揮させる
ことや、男女ともに仕事と生活のバランス（ワーク・ライフ・バランス）が
取れるような働き方が必要となっています。

お問い合わせ　市長公室　☎㉓８１３４
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東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く

３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
に
お
い
て
は
今
も
な

お
、
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
着
実
に
復
興

に
向
け
て
進
ん
で
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
尾
鷲
市
に
お
い
て

は
、
１
ｍ
の
津
波
が
く
る
の
に
４

分
、
10
ｍ
以
上
の
津
波
だ
と
10
数

分
で
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
尾
鷲
市
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
教
訓
に
学
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
対
す
る

備
え
を
怠
ら
ず
、
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、「
津

波
は
逃
げ
る
が
勝
ち
！
」
地
震
が

発
生
し
た
ら
迅
速
な
避
難
が
な
に

よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施

　
３
月
16
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

避
難
所
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
は
、
行
政
機
能

が
大
き
く
低
下
し
、
行
政
主
体
に

よ
る
避
難
所
運
営
は
極
め
て
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
円
滑

な
避
難
所
運
営
の
た
め
に
は
、
避

難
し
て
き
た
住
民
同
士
が
協
力

し
、
自
主
的
に
運
営
を
行
う
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、避
難
所
の
運
営
方
法
、

役
割
分
担
、
自
主
防
災
会
間
の
連

携
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

が
何
を
準
備
し
、
何
を
行
う
必
要

が
あ
る
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
す
る
た
め
、
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際
に
避
難
所
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
央
公
民
館
で
、
避
難
所
運
営

訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
１
日
㈯
か
ら
７
日
㈮
に
春

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
全
国
統
一
防
火

標
語
は
「
消
す
ま
で
は　
心
の
警

報　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
す
。
火
の
元
に
十
分
に
注
意
し

て
、
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
に
遭
っ
た
人
は
、
口
々
に

こ
う
言
い
ま
す
。「
こ
ん
な
は
ず

じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
・
・
・
」、　

「
タ
バ
コ
の
火
を
ち
ゃ
ん
と
消
し

て
い
れ
ば
・
・
・
」、「
天
ぷ
ら
油

を
使
っ
た
料
理
に
注
意
し
て
い
れ

ば
・
・
・
」、「
草
焼
の
火
を
ち
ゃ

ん
と
消
し
て
い
れ
ば
・
・
・
」
な

ど
。
火
災
の
多
く
は
、
人
の
不
注

意
に
よ
り
発
生
し
、
さ
ら
に
拡
大

し
ま
す
。
外
出
す
る
前
、
寝
る
前

に
も
う
一
度
、
火
の
元
を
確
認
す

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。
後
で
後
悔

し
て
も
遅
い
の
で
す
！

　
も
し
、
火
災
が
発
生
も
し
く
は

見
つ
け
た
場
合
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
？

　
ま
ず
は
、
近
く
の
人
に
大
声
で

知
ら
せ
、
は
っ
き
り
と
１
１
９
番

通
報
す
る
。

　
そ
し
て
、
火
災
を
拡
大
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
初
期
消
火
が
一
番

効
果
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
家
庭
に
消
火
器
を
備
え
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
普
通
の
火
災
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
天
ぷ
ら
油
に
も
有

効
な
消
火
器
具
で
す
。

　

も
し
火
災
が
拡
大
し
た
場
合

は
、
口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
等
で
押

さ
え
、
低
い
姿
勢
で
、
壁
に
手
を

当
て
な
が
ら
、
早
く
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、寝
て
い
る
と
き
、

外
出
し
て
い
る
と
き
、
火
災
の
発

生
を
感
知
す
る
住
宅
用
火
災
警
報

機
は
皆
さ
ん
の
家
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
か
？
こ
の
警
報
器
の
お
か

げ
で
、
被
害
が
小
さ
く
済
ん
だ
火

災
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
火
の
決
め
手
は
「
ヒ(

避

難)

」・「
ツ(

通
報)

」・「
ジ(

住

宅
用
火
災
警
報
器
・
初
期
消
火)

」

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
防
災
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
１
１
８

三
重
紀
北
消
防
組
合
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
０
５
１

防
災
お
わ
せ

春
季
火
災
予
防
運
動

▲昨年の訓練の風景

『尾鷲市防災メール』の配信登録について
　尾鷲市防災メールの配信を登録すると、気象警報や防災行政無線放送の内容などが、メールで配信されます。次の
アドレスにアクセスし、案内に従って登録してください（携帯電話の場合、左下のＱＲコードが便利です）。なお、防
災情報メールが受信できるよう、必要に応じて『迷惑メール防止機能の設定』を変更してください。



❼

 

１．自立支援教育訓練給付金制度
　母子家庭の母または父子家庭の父が適職に就くために必要な資格や技能を身につけるため、指定講座を受講・修
了した場合に、その費用の一部を助成する制度です。

●該当講座
　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座
　※対象講座は、厚生労働省ホームページ「自立支援教育訓練給付金事業」をご覧ください。
●支給対象者

市内に在住の母子家庭の母または父子家庭の父で、次の全ての条件を満たす人
・児童扶養手当を受給していること、または、児童扶養手当を受給していないが同様の所得水準にあること
・過去に教育訓練給付金を受給していないこと
・受講開始日に、雇用保険法による教育訓練給付の受給資格がないこと
・対象講座を受講することが適職に就くために必要であると認められること

●支給金額
対象講座受講のために、本人が支払った費用の 2 割に相当する額。
ただし、その 2 割が 10 万円を超える場合は 10 万円とし、4 千円を超えない場合は支給なし。

●その他
受講する前に事前の手続きが必要となりますので、下記のものを持参の上、まずご相談ください。
・受講する予定の教育訓練講座のパンフレット等（講座の名称、内容、受講費用等が確認できるもの）
・公共職業安定所（ハローワーク）が発行する「教育訓練給付金支給要件回答書」

２．高等技能訓練促進給付金制度
　母子家庭の母または父子家庭の父が安定した生活を送るため、就職が可能となるような一定の資格をとるため 2
年以上養成機関等で受講した場合、その修業期間に対して「高等技能訓練促進給付金」と、修業後に「入学支援修
了一時金」を支給し、生活の負担を軽減し、資格取得を助成する制度です。

●該当資格
　看護師（准看護師）・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療法士
●支給対象者

市内に在住の母子家庭の母または父子家庭の父で、次の全ての条件を満たす人
・平成 26 年 3 月 31 日以前に修業を開始しているもの、または平成２６年４月１日以降修業を開始するもの
・児童扶養手当を受給していること、または、児童扶養手当を受給していないが同様の所得水準にあること
・2 年以上のカリキュラムを有する対象資格の養成機関に在籍し、対象資格の取得が見込まれること
・仕事または育児と修業の両立が困難であること
・過去に訓練促進給付金を受給していないこと
・訓練促進給付金と趣旨を同じくする給付金を受けていないこと

●支給期間
・平成２４年 3 月 31 日までに修業を開始→全修業期間
・平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日に修業を開始→全修業期間（上限 3 年）
・平成２５年４月１日以降に修業開始→全修業期間（上限２年）
下記のとおり支給されます。（※申請した月分からの支給となります。）
修了一時金は、修業後、1 回限りです。

●支給金額
・本人及び同居している人全員が住民税非課税の場合
　訓練促進給付金：月額 100,000 円、修了一時金：50,000 円
・本人及び同居している人のいずれかが住民税課税の場合
　訓練促進給付金：月額 70,500 円、修了一時金：25,000 円

お問い合わせ　福祉保健課　☎㉓８２０２
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「市長への手紙」にお答えします 
　
皆
さ
ん
か
ら
、
市
の
施
策
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
お
わ
せ
12
月
号
で
実

施
し
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
で
は
、
27
通
の
お
手
紙
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
市
政
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
、
住
所
・
氏
名
の
記
入
が
あ
り
ま
し
た

19
人
に
は
、
市
長
か
ら
直
接
、
返
事
を
し
ま
す
。
今
号

で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

①７０代・女性

①市長

　市のゴミ袋は、とがったものが当たる
と裂けてしまします。市販のゴミ袋のよ
うな材質に変えてください。
　小 (15ℓ ) より小さいゴミ袋も作ってく
ださい。

　ゴミ袋の素材は大きく分けると高密度
型 ( レジ袋に多く使用 ) と、低密度型 ( ポ
リ袋のようなやわらかい素材 ) がありま
す。
　どちらの素材にも長所と短所がありま
すので、次回製造時に素材を見直し、可
能であれば２種類を同時に製造販売でき
ないか検討中です。
　また、平成２６年度中に極小袋１０ℓ
の製造を開始したいと考えています。

　プラなどが資源ゴミとして分別になっ
たので、第５週も回収してほしいです。

②４０代・女性

　平成 26 年度から年末年始を除
き、資源プラスチック類を第５週
も含め、毎週回収するように変更
します。

②市長
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　津波は、より早くより高く
逃げることが基本です。各自
が判断しやすいように、市の
あちこちに海抜表示をしてほ
しい。
　特に公共施設は必ずしてほ
しい。

③７０代・女性

　ご意見をいただいたとおり、津波からはより早く、よ
り高く逃げることが重要であり、このことを住民の皆さ
んにご理解いただき、防災意識の向上を図るため、防災
講話や防災訓練の支援に努めているところです。
　海抜表示につきましては、市内でおよそ２５０か所の
電柱に表示しており、公共施設につきましては、各コミュ
ニティーセンター、市民文化会館、福祉保健センターな
ど３７か所に表示しています。
　また、各自主防災会でも、補助金を利用し、独自に海
抜表示をしてもたっらところもあります。
　このように、市内の各所に海抜を表示しており、今後
も、分かりやすい表示方法・啓発方法を考えていきたい
と思います。

③市長

鹿や猿が家まで来て困っています。
対策を考えてほしい。

④６０代・女性

　鹿や猿は、植栽新芽等の食害による林
業被害、水田や畑の農作物被害だけでな
く、住宅敷地への侵入など生活被害が増加
してきたことから、被害発生地区に２名
の獣害パトロール員の見回りや追い払い、
猟友会尾鷲支部の協力のもと、サルの捕
獲の強化とともに、地区住民と連携した
多人数による有害鳥獣の一斉追い上げを
実施しています。
　猟友会尾鷲支部の協力や専門家の指導
を仰ぎながら、住民の皆さんと力を合わ
せ粘り強い対策を進めていく必要があり
ますので、理解とご協力をお願いします。

④市長

⑤３０代・男性

　高速道路の開通に伴い、観光への活
路が開いたと思います。
　観光のため、統一した景観の整備を
行ってください。

⑤市長

　高速道路の開通は本市への
アクセスが格段に便利になること

から、この機をとらえて、まちなかへ
の集客に取り組んでいるところです。

　現在、「まちの駅」の「おわせ棒」や「おわ
せの魚を食べつくせツアー」の実施などをはじめ、

これまで取り組んできた「夢古道のランチバイキン
グ」や「尾鷲よいとこ定食」などによる、尾鷲らしい食
のＰＲ・情報発信に努め、まちなかへの誘客につなげよ

うと考えています。
　そのうえで、尾鷲のまちを訪れた観光客に、ま

ちの印象がより深く結びつくような景観の整
備も大切であると認識しており、「尾鷲ら

しさ」をアピールできるようなまちの
景観づくりに取り組んでいきたい

と考えています。
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国
庫
支
出
金
は
、
一
般
分

の
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
医

療
費
拠
出
金
・
介
護
納
付
金

な
ど
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
も
の
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
６
、４
３
１
万
円
減
の

５
億
２
、９
７
３
万
円
で
す
。

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険

税
は
、
収
入
全
体
の
３
番
目

に
大
き
な
部
分
で
、
前
年
度

に
比
べ
１
、１
４
０
万
円
減
の

５
億
１
、６
６
３
万
円
で
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
保
険
税
の
納
付
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
国
保
財
政
を
健
全

に
運
営
し
て
い
く
た
め
の
取
組
み

と
し
て
、
税
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
に
行
っ
て
い
る
滞
納
対
策
に
加

え
、
支
出
の
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、今
後
も
、

保
険
税
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

療
養
給
付
費
等
交
付
金
は
、

退
職
被
保
険
者
に
か
か
っ
た
医

療
費
に
対
し
て
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
前
年
度

に
比
べ
９
、５
２
６
万
円
増
の

２
億
５
、３
２
３
万
円
で
す
。

　

前
期
高
齢
者
交
付
金
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
創
設

さ
れ
た
交
付
金
で
、
前
年
度

に
比
べ
８
、９
２
９
万
円
増
の

８
億
７
、７
９
２
万
円
で
す
。

　

県
支
出
金
は
、
国
庫
支
出
金

と
同
じ
よ
う
に
、
一
般
分
の

医
療
費
な
ど
に
対
し
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
前
年
度

に
比
べ
２
、３
６
１
万
円
増
の

１
億
４
、９
３
７
万
円
で
す
。

　
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
と
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、

国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻
く
状
況
は
全
国
的
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
24
年
度
尾
鷲
市
国
民
健
康
保
険
事
業
決
算
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
引
い
た

形
式
収
支
は
、
２
億
１
５
４
万
円
の
大
幅
な
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や
基
金
繰
入
金
な

ど
を
加
味
し
た
実
質
単
年
度
収
支
も
３
、２
６
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。
歳
出
に
つ
い
て
も
、『
尾
鷲
市
国
民
健
康
保
険
健
全
化

方
針
』
な
ど
に
基
づ
い
て
支
出
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　
☎
㉓
８
１
９
３

国
の
負
担
は
、
収
入
の
17
・
２
％

保
険
税
は
、
収
入
の
16
・
７
％

前
期
高
齢
者
交
付
金

　
　
は
、
収
入
の
28
・
４
％

療
養
給
付
費
等
交
付
金

　
　
は
、
収
入
の
８・２
％

県
の
負
担
は
、
収
入
の
４・８
％

 

 

保険税
5億1,663万円

16.7%

国庫支出金
5億2,973万円

17.2%
療養給付費等交付金

2億5,323万円
8.2%

県支出金
1億4,937万円

4.8%

共同事業交付金
2億9,269万円

9.5%

繰入金
3億363万円

9.8%

繰越金
1億5,093万円

4.9%

そのほか
1,437万円

0.5%

【収入】

前期高齢者交付金
8億7,792万円

28.4%総務費
5,733万円

2.0%

後期高齢者納付金等
3億419万円

10.5%

介護納付金
1億2,674万円

4.4%

共同事業拠出金
2億5,060万円

8.7%

保健事業費
1,837万円

0.6% 基金積立金
1億1,985万円

4.2%
そのほか

1億4,488万円
5.0%

【支出】

保険給付費
18億6,500万円

64.6%

2,016 2,061 2,029 2,032 2,003

234 148 168 196 207

6,870

6,616

6,515

6,355

6,117

5,600

5,800

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

退職

一般

国保被

保険者数

単位：人

単位：

百万円

歳
入
総
額
は
、
30
億
８
、８
５
０
万
円

歳
出
総
額
は
、
28
億
８
、６
９
６
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
ま
し
た
。

◀過去 5 年間の国保医療費総額の推移
　（入院・外来・歯科・調剤合計）
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支
出
で
は
、
皆
さ
ん
が
病
院
へ

か
か
っ
た
際
の
医
療
費
、
コ
ル

セ
ッ
ト
の
費
用
な
ど
保
険
給
付

に
占
め
る
額
が
も
っ
と
も
多
く
、

18
億
６
、５
０
０
万
円
で
す
。

前
年
度
に
比
べ
６
０
１
万
円
減
と

な
っ
て
お
り
、
支
出
に
占
め
る
割

合
は
、
平
成
23
年
度
の
67
・
７
％

か
ら
３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
被
保
険
者
数
の
減

少
や
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
１

人
あ
た
り
医
療
費
は
増
加
し
て
お

り
、
県
下
29
市
町
の
中
で
は
３
番

目
、
14
市
の
中
で
は
ト
ッ
プ
と
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
康
診
査
や
脳
ド
ッ
ク
、
福
祉
保

健
課
で
実
施
し
て
い
る
健
康
教
室

な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
１
、

８
３
７
万
円
を
支
出
し
て
い
ま

す
。
特
定
健
康
診
査
な
ど
は
、
自

分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
他
に
も
、
医
療
費
の
請
求

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
レ
セ
プ
ト

点
検
事
業
や
、
医
療
費
通
知
の
発

送
な
ど
に
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
を
健
全

に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
平

成
22
年
度
に
三
重
県
か
ら

１
億
４
、４
０
０
万
円
を
借
入
れ

ま
し
た
。

　
借
入
金
の
返
還
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
の
決
算
は
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
黒
字
を
続
け

て
い
け
る
よ
う
歳
出
削
減
に
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
26
年
４

月
か
ら
、
あ
ら
た
に
70
歳
に
な
る

人
で
所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得

者
以
外
の
人
の
窓
口
負
担
割
合
が

２
割
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
既
に
70
歳
に
な
っ
て

い
る
人
の
窓
口
負
担
割
合
は
引
き

続
き
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
交
付
し
て
い
る
高
齢

受
給
者
証
は
、「
一
部
負
担
金
の

割
合
」
に
つ
い
て
、「
２
割
（
た

だ
し
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

は
１
割
）」（
現
役
並
み
所
得
者
を

除
く
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
４
月
以
降
も
引
き

続
き
１
割
負
担
と
な
る
人
に
は
、

３
月
下
旬
に
新
た
な
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
４
月
１
日
以
降
に
医

療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
と
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
平
成
26
年

７
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
り
、
有
効
期

限
が
個
人
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
の
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
は
、
３
月
下
旬
の

送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
平
成
25
年
中
に
支
払
っ

た
分
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
お
知

ら
せ
で
医
療
費
控
除
は
受
け
ら
れ

な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　
☎
０
５
９・２
２
１・６
８
８
４

支
出
の
64
・
６
％
が
医
療
費

　
健
康
診
査
な
ど

保
健
事
業
に
つ
い
て

　
市
債(

借
入
金)

の

　
　
残
高
に
つ
い
て

三重県下 14市の 1人あたり医療費の状況
順位 市町名 金額

1 尾鷲市 366,117 円
2 熊野市 348,588 円
3 伊賀市 344,346 円
4 いなべ市 343,646 円
5 亀山市 326,144 円
6 津市 324,646 円
7 伊勢市 322,790 円
8 名張市 319,889 円
9 桑名市 319,114 円
10 四日市市 316,203 円
11 松阪市 310,181 円
12 鳥羽市 304,657 円
13 志摩市 301,601 円
14 鈴鹿市 297,577 円
－ 市町平均 320,470 円

参考 紀 北 町 396,653 円
※『平成 24 年度三重県における国民健康保
　険事業の実態』より

所得区分 対象となる人 窓口負担割合

現役並み所得者
以外

昭和１９年４月１日
までに生まれた人 １割

昭和１９年４月２日
以降に生まれた人 ２割

現役並み所得者 ３割

収納率と一人当たり保険税（現年度分）調定額の推移
（単位：円）

平成 20 年度決算 平成 21 年度決算 平成 22 年度決算 平成 23 年度決算 平成 24 年度決算
調定額 76,539 75,568 74,635 81,514 81,509 
収納率 91.04% 90.39% 91.21% 91.77% 93.94%

国保財政調整基金残高の推移
（単位：千円）

平成 21 年度決算 平成 22 年度決算 平成 23 年度決算 平成 24 年度決算 平成 25 年度当初予算
残高 92,003 22,698 159,464 141,539 35,567 

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
割
合
変
更
の
お
知

ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の

交
付
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
の
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て
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今号は、ヤーヤ祭りです。
　春を告げる紀州の奇祭と呼ばれ、２月１日
午前０時の扉開きから５日間、市内がお祭り
ムード一色になりました。

①祭りの開始を告げる扉開き
②一番祷の北浦町での練り
③魚市場での垢離かき
④道中行列の手踊りはかわいい衣装をまとって踊る
⑤勇ましく、長刀をあやつる子役
⑥ミスユニバース三重代表に選ばれた三木浦町出身の

三鬼和香菜さんも一番祷の北浦町の大名行列に参加
⑦最終日の夜、神社の境内で行われた弓射

①

②

③

④

⑦

⑥ ⑤
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2/7 ㈮　矢浜の桂山での山の神祭り。オコゼを懐
からチラリとみせ、醜い姿に「ワハハ」とみんな
で笑い、豊作を祈願しました。

2/11 ㈷　早田神社祭礼。豊漁と海上安全を願って
船上で神楽の奉納がありました。

2/16 ㈯　美し国市町対抗駅伝。10 人が尾鷲魂の
タスキをリレーし、見事に昨年のタイムを上回り
奮闘賞を受賞しました。

2/7 ㈮　尾鷲高校美術部が三重県警から「非行少
年を生まない社会づくり」の啓発物品のデザイン
を依頼され、感謝状が贈呈されました。

 

吉
き ら
良　夢

ゆめか
花　ちゃん

( 南陽町、父・昭文　母・千賀子 )

ニコニコ元気な夢たん♡
我が家の人気者です !!

北
きたむら
村　圭

けいしょう
翔　くん

( 野地町、父・純一　母・郁穂）

食いしん坊で甘えん坊・・・
我が家のいたずら坊や
　　　　　　けいちゃんです。

賀
か や
屋　颯

そうすけ
介　くん

( 新田町、父・知彦　母・綾子 )

甘えんぼうで食いしんぼう☆
ねえねと遊ぶのが大好きな

そうちゃんです♡

☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください☆



⓮

　
あ
と
一
カ
月
で
、
平
成
26
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
し
く
幼

小
中
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
た

ち
は
、
夢
や
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
新
し

い
世
界
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

お
子
さ
ん
の
成
長
を
喜
び
、
い
ろ

い
ろ
と
考
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
特
に
初
め
て
入
学
・
入
園
さ

せ
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
不
安
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
小
学
校
入
学
に
備
え

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
た
。

⑴
心
配
し
す
ぎ
な
い
で  

　
わ
が
子
は
環
境
の
変
化
に
つ
い

て
い
け
る
か
、
い
じ
め
ら
れ
な
い

か
な
ど
、
不
安
に
思
わ
れ
る
人
も

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
心
配
し
す
ぎ
は
か
え
っ
て
子

ど
も
を
不
安
に
し
ま
す
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
ゆ
っ
た
り
と
構
え
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
小
学
校

生
活
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

⑵
健
康
な
体
づ
く
り
を 

　
学
校
で
楽
し
く
学
ぶ
た
め
に
何

よ
り
大
切
な
の
は
健
康
な
体
で

す
。
健
康
な
体
が
あ
っ
て
こ
そ
、

勉
強
に
も
集
中
で
き
ま
す
。

・
早
寝
、
早
起
き
の
習
慣
を
つ
け

　
ま
し
ょ
う
。

・
朝
食
を
必
ず
と
り
、
排
便
を
す　

ま
せ
て
か
ら
登
校
す
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
手
洗
い
、
う
が
い
、
歯
磨
き
、　

　
鼻
を
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

⑶
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
一
年
生
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
何
事
に
も

意
欲
的
に
が
ん
ば
ろ
う
と
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
多
少
時
間
が

か
か
っ
て
も
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
す
る
よ
う
に
、
あ
せ

ら
ず
に
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

・
身
の
回
り
の
整
理
や
後
片
づ
け

・
一
人
で
衣
服
の
着
脱
。

・
用
便
を
自
分
で
し
、
後
始
末
が

　
で
き
る
。

な
ど

⑷
子
ど
も
が
話
を
で
き
る
場
面
を

　
「
授
業
が
わ
か
ら
な
い
」「
教
室

の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
「
わ
か
ら
な

い
こ
と
」に
直
面
し
て
い
き
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

に
直
面
し
た
と
き
に
、「
わ
か
り

ま
せ
ん
」
と
質
問
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
も
伸
び
、
ど

ん
ど
ん
成
長
し
て
い
け
ま
す
。

　
大
人
が
先
回
り
す
る
の
で
は
な

く
、
問
題
に
直
面
し
た
と
き
に
、

子
ど
も
と
話
を
し
な
が
ら
解
決
で

き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

⑸
友
だ
ち
と
遊
べ
る
子
に

　
「
友
だ
ち
と
遊
ぶ
中
で
、
子
ど

も
は
成
長
す
る
」
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
遊
び
の
中
で
、
協
力
し

た
り
、
我
慢
し
た
り
、
待
つ
こ
と

な
ど
を
覚
え
、
さ
ら
に
は
自
分
を

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

⑹
通
学
路
を
覚
え
ま
し
ょ
う

　
登
下
校
の
道
順
を
入
学
前
に
一

緒
に
歩
い
て
覚
え
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
交
通
安
全
の
基
本

や
危
険
な
場
所
な
ど
を
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
総
務
課
☎
㉓
８
２
９
２

　
ム
ツ
は
ス
ズ
キ
目
ム
ツ
科
ム
ツ

属
の
魚
で
、
北
海
道
南
部
か
ら
東

シ
ナ
海
、
台
湾
ま
で
分
布
し
て
い

ま
す
。

　

大
型
に
成
長
す
る
深
海
魚
で
、

目
が
大
き
く
、
歯
が
鋭
く
、
小
さ

い
時
は
ウ
ロ
コ
が
は
が
れ
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。
体
長
４
㎝
ま
で

は
エ
ビ
や
カ
ニ
の
仲
間
を
主
な
餌

と
し
ま
す
が
、
５
㎝
以
上
に
な
る

と
魚
が
主
な
餌
に
な
り
ま
す
。
幼

魚
は
20
㎝
程
度
に
な
る
ま
で
浅
い

海
で
過
ご
す
た
め
、
定
置
網
で
よ

く
漁
獲
さ
れ
ま
す
が
、
成
長
に
す

る
に
つ
れ
て
沖
合
の
深
場
へ
移
動

す
る
た
め
、
大
型
の
も
の
は
釣
り

や
延
縄
で
漁
獲
さ
れ
ま
す
。
３
年

で
40
㎝
程
度
に
成
長
し
、
成
熟
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に

は
体
長
１
ｍ
、
体
重
10
㎏
を
超
え

る
ま
で
に
成
長
し
ま
す
。

　
産
卵
期
は
10
～
３
月
頃
、
水
深

１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
沿
岸
で
行
わ

れ
、
卵
は
水
面
を
漂
い
な
が
ら

孵ふ

か化
し
ま
す
。

　
身
は
脂
の
の
っ
た
白
身
で
柔
ら

か
く
、
子
供
が
食
べ
る
煮
付
け
に

は
最
適
で
、
ま
た
、
大
き
い
も
の

の
刺
身
は
と
て
も
お
い
し
い
で

す
。
ま
た
、
魚
ご
飯
に
し
て
も
非

常
に
お
い
し
い
魚
で
す
。

　
ム
ツ
に
と
て
も
よ
く
似
た
ク
ロ

ム
ツ
は
、
側そ
く
せ
ん
ゆ
う
こ
う
り
ん
す
う

線
有
孔
鱗
数
（
側
線

上
に
あ
る
ウ
ロ
コ
の
数
）
で
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
、
概
ね
59
未
満

で
あ
れ
ば
ム
ツ
、
59
以
上
で
あ
れ

ば
ク
ロ
ム
ツ
で
す
。
ク
ロ
ム
ツ
の

分
布
域
や
詳
し
い
生
態
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
今

の
と
こ
ろ
分
布
域
は
北
海
道
南
部

か
ら
駿
河
湾
、
新
島
に
か
け
て
の

太
平
洋
沿
岸
域
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

入学に備えて

ム
ツ



⓯

　
今
年
の
７
月
７
日
、
熊
野
古
道

が
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
「
尾
鷲
市
健
康
増

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
た

「
お
わ
せ
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
尾
鷲
市
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
は
、
熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
ク

の
「
運
動
」、
夢
古
道
の
湯
で
の

「
休
養
」、
尾
鷲
の
食
（
尾
鷲
よ
い

と
こ
定
食
に
代
表
さ
れ
る
尾
鷲
の

食
の
魅
力
）
の
「
栄
養
」
と
い
う

健
康
の
三
大
要
素
を
活
用
し
、
ツ

ア
ー
を
商
品
化
し
た
も
の
で
す
。

　
健
康
効
果
の
面
で
は
、
三
重
大

学
と
の
連
携
に
よ
り
「
馬
越
峠
と

ま
ち
な
か
を
同
程
度
歩
い
た
と
き

の
ス
ト
レ
ス
比
較
で
は
、
馬
越
峠

の
方
が
ス
ト
レ
ス
が
低
下
し
た
」、

「
運
動
後
に
夢
古
道
の
湯
で
入
浴

し
た
方
が
ス
ト
レ
ス
を
有
意
に
下

げ
た
」
な
ど
が
実
証
実
験
結
果
と

し
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尾
鷲
観
光
物
産
協
会
で
は
、
今

年
の
１
月
か
ら
年
間
を
通
し
て
定

期
的
に
同
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
お

り
、
日
帰
り
コ
ー
ス
と
し
て
「
美

肌
ツ
ア
ー
!!
森
と
海
洋
深
層
水
風

呂
で
リ
ラ
ッ
ク
ス　
女
子
に
ウ
レ

シ
イ　
世
界
遺
産　
馬
越
峠
＆
夢

古
道
の
湯
」
を
３
月
24
日
㈪
に
、

１
泊
２
日
コ
ー
ス
と
し
て
「
燃
焼

系
！
冬
に
緩
ん
だ
体
を
健
康
的
に

取
り
戻
す　

健
脚
向
け　

馬
越

峠
・
天
狗
倉
山
＆
三
木
峠
・
羽

後
峠
」
を
３

月
８
日
㈯
～

９
日
㈰
に
実

施
し
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー

に
は
、
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
専
属
イ

ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る

尾
鷲
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ガ
イ
ド
と
し

て
同
行
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
熊
野
古
道

を
歩
い
て
い
た
だ
き
、
心
と
身
体

を
癒
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
尾
鷲
観
光
物
産
協
会

☎
㉓
８
２
６
１

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
嬉
し
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

い
ろ
ん
な
心
配
も
つ
き
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
の
相
談
や
健
診
の
相
談

で
多
い
、
こ
と
ば
の
発
達
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

★
発
声
練
習
が
始
ま
り
ま
す

　
赤
ち
ゃ
ん
が
最
初
に
出
す
声
は

「
あ
～
」「
く
～
」な
ど
の
音
か
ら
、

や
が
て
、
上
あ
ご
や
の
ど
の
奥
に

広
が
り
、声
の
質
が
変
化
し
ま
す
。

そ
し
て
、
離
乳
食
で
唇
を
閉
じ
る

動
き
が
上
手
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
声
に
、
新
し
い
音
が
加
わ
り
ま

す
。
そ
れ
が
、
唇
を
し
っ
か
り
閉

じ
て
、
声
を
出
す
「
ん
」
の
音
で

す
。「
ん
ま
～
」「
ん
ば
っ
」
な
ど

と
聞
こ
え
ま
す
。

　
や
が
て
、
唇
の
動
き
で
つ
く
る

こ
と
の
で
き
る
マ
行
、
バ
行
、
パ

行
の
音
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
呼
吸
を
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
れ
ば
、「
ま
～
」「
ば
～
」

な
ど
の
音
が
出
て
、
唇
の
動
き
が

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
と
「
ま
ん

ま
ん
」「
ば
ぶ
ぶ
ぶ
ぶ
～
」
の
よ

う
に
音
を
繰
り
返
す
「
喃な

ん
ご語
」
が

出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

★
機
能
の
発
達
と
経
験
か
ら
言
葉

が
出
て
き
ま
す

　
離
乳
食
が
は
じ
ま
る
と
舌
の
使

い
方
が
上
手
に
な
り
ま
す
。
舌
で

つ
ぶ
す
動
き
に
似
た
音
（
ダ
行
、

サ
行
、
ザ
行
、
シ
ャ
行
、
ジ
ャ
行
、

ラ
行
）
や
舌
の
奥
の
ほ
う
を
動
か

す
音
（
カ
行
、
ガ
行
）
な
ど
が
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

10
カ
月
頃
に
な
る
と
、「
ば
い

ば
い
」「
ば
ん
ざ
い
」
の
よ
う
な

意
味
の
あ
る
動
作
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
言
葉
に
は
出
さ
な

く
て
も
、
意
味
は
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
マ
マ
や
パ
パ
と

の
や
り
と
り
や
経
験
の
中
で
、
す

で
に
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
理
解
し

て
た
め
込
ん
で
い
ま
す
。

　
１
歳
に
な
る
頃
、「
マ
マ
」や「
ま

ん
ま
」、「
ば
い
ば
い
」
な
ど
の
意

味
の
あ
る
言
葉
を
言
い
は
じ
め
る

子
ど
も
も
い
ま
す
。

　
２
歳
頃
に
は
言
葉
の
数
は
少
し

ず
つ
増
え
、「
わ
ん
わ
ん
、
来
た
」

「
パ
パ
、
ね
ん
ね
」
な
ど
二
語
文

を
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
機
能
の
発
達
と

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
こ
と

で
、
自
然
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
周
り
の
子
や
兄
弟

と
比
べ
、
言
葉
だ
け
を
教
え
込
む

の
で
は
な
く
、
こ
ど
も
の
「
育
つ

力
」
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
㉓
３
８
７
１

み
ん
な
で

　健
康
づ
く
り

こ
と
ば
の
発
達
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◎企画展「人・海・さかな展」
　海、魚、海産物をテーマに三重の文化を担う現代の
芸術家や工芸作家 14 名による展覧会を開催します。

◇期　間：3 月 23 日㈰まで　　＊会期中無休
　　　　　午前 9 時～午後 5 時（入場無料）
≪付属事業≫展覧会出品者を講師に迎え、ワークショッ
プを開催します。
①ドローイング・ワークショップ
　　　　「パステルで魚を描こう」
日　時：3 月 9 日㈰　午前 10 時～午後 3 時
参加料：500 円（材料費含む）
定　員：25 名程度（要申込・先着順）
②陶芸・ワークショップ
　　「魚をモチーフとした土器（オブジェやプレート）」
日　時：3 月　2 日㈰　午後 1 時 30 分～ 4 時
　　　　16 日㈰　ドラム缶で焼成　午前 10 時～正午
　　　　　　　　　窯出し・作品お渡し　午後 3 時～
参加料：500 円（材料費含む）
定　員：25 名程度（要申込・先着順）

◎熊野古道フォトコンテスト入賞・入選作品展
　写真を通じて熊野古道とその周辺にある自然や祭り、
風物詩など、東紀州の様々な魅力を再発見するべく、
広く写真作品を募集した「第 7 回熊野古道フォトコン
テスト」の入賞・入選作品の展示会を開催します。

日　時：3 月 15 日㈯～ 30 日㈰　午前 9 時～午後 5 時

◎大杉谷森林鉄道　記録フィルム映写会＆座談会
　東紀州最大の森林鉄道「大杉谷森林鉄道」について
の講演会と座談会を開催します。また、当時の鉄道の
様子を撮影した、16㍉カラーフィルム（約 15 分）も
上映します。　

◇日　時：3 月 2 日㈰　午後 1 時～ 3 時 30 分
◇参加料：無料
◇定　員：80 名 ( 申込不要・先着順 ) 
◇講　師：講演会／片岡督氏（鉄道史研究家）、曽野和

郎氏（大杉谷登山センター職員）座談会／片
岡督氏、曽野和郎氏、瀬戸修蔵氏（元森林鉄
道運転士）、コーディネーター：川端守（熊野
古道センター長）

　
◎東紀州の四季を味わう料理教室
　　　　　　　　　～春のおもてなし料理～

　東紀州地域の旬の食材をふんだんに使用した大人気
の料理教室です。雛寿司などの春らしい料理をご紹介
します。

◇日　時：3 月 23 日（日）午前 10 時～午後 1 時
◇参加料：2,000 円
◇定　員：24 名 ( 要申込 ) 　※応募多数の場合は抽選
◇講　師：村林新吾さん（相可高校食物調理科教諭）、
　　　　　相可高校生徒（調理クラブ）
◇申込期限：3 月 17 日㈪午後 5 時まで

お問い合わせ　熊野古道センター　☎㉕２６６６
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　　http://www.kumanokodocenter.com/

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「あなたも木工作家！その場でできる木工教室」（午後 1時～ 3時受付）
３月の予定：２日・９日（ひのきアート空

く ら ぶ
楽風）１６日（ヒノキのおもちゃ）２３日（木のどうぶつづくり）

お問い合わせ　夢古道おわせ　☎㉒１１２４
ホームページ　http://yumekodo.jp/

●お母ちゃんのランチバイキング ( 午前 11 時～午後 2 時 )

●夢古道の湯 ( 午前 10 時～午後 9 時 )
★世界遺産風呂：3 月 10 日（月）～ 23 日（日）
　10 周年を迎える世界遺産熊野古道の森からの贈り物！！
　オワセひのきの丸太を浴槽に浮かべます。ヒノキの香りに癒されてください！！
 ・毎月 26 日はお風呂の日　　子供料金 300 円が 100 円です。

◇◆◇◆　夢古道モバイル会員募集中 !!　◆◇◆◇
　会員登録すると、最新の各種イベントのお知らせや新商品の紹介、お得な情報や
　無料クーポンなどが配信されます。登録は、右のＱＲコードをご利用ください。

 

 

▲登録用ＱＲコード
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当 番 医

当 番 薬 局

午前９時から午後５時まで
※２日のみ午後６時まで

　時間は原則として午前９時～午後５時
　救急医療情報システムは☎㉒１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院
では、すべての休日に、紀北医師会の
当番医が一次診療を行っています。

月　日 医　院　名 電　話

3/ 2 きば内科ｸﾘﾆｯｸ ㉒３５３５

3/16 南輪内診療所 ㉗３３９９

3/30 西村整形外科 ㉓３２１０

月　日 薬　局　名　
3/ 2 イシブチ薬局古戸センター
3/ 9 くろだ薬局病院前
3/16 くろだ薬局病院前
3/21 くろだ薬局病院前・山下薬局
3/23 くろだ薬局病院前
3/30 くろだ薬局病院前

休日の急病はこちら ◎胃がん・肺がん検診（自己負担金があります）

実施日
受付
時間

会場 定員

3月 11日㈫ 8:30 ～
9:30

　福祉保健
　　センター

胃がん 50人
肺がん 100人

◎乳がん・子宮頸がん検診（自己負担金があります）
実施日

受付
時間

会場 定員

3月５日㈬

9:30 ～
10:30

　福祉保健
　　センター 乳がん 40人

13:00 ～
13:40

　三木里
　ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 乳がん 40人

子宮頸がん 80人14:30 ～
14:50 三木浦魚市場

◎献血４００ml
・男性１７歳～６９歳で体重５０㎏以上
・女性１８歳～６９歳で体重５０㎏以上

実施日 受付時間 会場

３月６日㈭

10:00 ～ 11:00 尾鷲警察署

11:30 ～ 12:30 体育文化会館

14:00 ～ 15:00 福祉保健センター

15:30 ～ 17:00 尾鷲総合病院

運転免許・保険証など、本人確認ができるものを持参してください。

注）薬を服用している人や特定の海外渡航歴のある人はできません。

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
的
追
加
接
種
に
つ
い
て

　
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
（
７
価
）
よ
り
多
く
の
型
（
肺
炎
球
菌
の
種
類
）

を
含
む
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
13
価
）
が
、
昨
年
11
月
か
ら

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
13
価
の
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
接
種
す
る
と
、
新
た
な
６
つ
の
型
に
対

す
る
免
疫
も
で
き
る
の
で
予
防
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。
接
種
対
象

者
は
平
成
25
年
10
月
ま
で
に
７
価
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
べ
て
完
了

し
た
６
歳
未
満
の
人
で
、
任
意
接
種
（
有
料
）
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
的
追
加
接
種
の
詳
細
は
、福
祉
保
健
課
健
康
長
寿
推
進
係
（
☎

㉓
３
８
７
１
）、
ま
た
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
「
て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」
マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
18
種
類
の
マ
ッ
プ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
③
ま
で
完
歩
さ

れ
た
人
に
は
、て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▼
配
布
先　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
完
歩
達
成
者
（
※
順
不
同
）

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い
編　
川
口
洋
司
さ
ん
、加
藤
年
代
さ
ん
、

　
世
古
將
さ
ん
、
中
西
絹
子
さ
ん

⑧
伊
予
・
讃
岐
の
国
編　
山
本
恵
美
さ
ん

⑦
土
佐
の
国
編　
伊
藤
登
美
子
さ
ん
、
川
口
孝
子
さ
ん
、

　
梶
田
美
織
さ
ん
、
山
下
み
さ
子
さ
ん
、
山
田
房
子
さ
ん　

⑥
阿
波
の
国
編　
東
五
百
三
さ
ん
、
高
芝
治
子
さ
ん
、

　
谷
口
須
美
子
さ
ん

⑤
周
防
灘
編

④
瀬
戸
内
編　
上
岡
雅
代
さ
ん
、
世
古
伊
都
子
さ
ん
、
桑
原
保
さ
ん
、

　
谷
口
勇
吉
さ
ん

③
奈
良
・
京
都
編　
梶
田
卓
斌
さ
ん
、
内
山
千
美
子
さ
ん

②
東
海
道
編　
三
木
智
子
さ
ん
、
中
村
み
の
り
さ
ん
、
原
み
さ
子
さ
ん

①
熊
野
古
道
編　
小
川
雅
士
さ
ん

　
お
問
い
合
わ
せ　
福
祉
保
健
課
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
㉓
３
８
７
１



⓲

募
集
職
種
と
人
数

・
一
般
事
務
補
助
員

　
一
般
事
務
補
助
員　
　
　
14
名

　
障
が
い
者　
　
　
　
　
　
３
名

　
南
輪
内
セ
ン
タ
ー　
　
　
１
名

・
業
務
補
助
員

　
業
務
補
助
員　
　
　
　
　
１
名

　
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
員
２
名

　
清
掃
工
場
作
業
員　
　
　
１
名

　
鳥
獣
害
パ
ト
ロ
ー
ル
員　
２
名

採
用
年
月
日

　
平
成
26
年
４
月
１
日

試
験
日
時　

　
３
月
15
日
㈯　
午
前
９
時
か
ら

募
集
期
限

　
３
月
10
日
㈪　
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
総
務
課
☎
㉓
８
１
１
２

募
集
職
種
と
人
数

・
事
務
補
助
員　
　
　
　
　
６
名

・
学
校
用
務
員　
　
　
　
　
１
名

・
給
食
業
務
員　
　
　
　
　
２
名

・
給
食
業
務
員(

パ
ー
ト)

１
名

・
介
助
員　
　
　
　
　
　
　
４
名

・
学
び
の
サ
ポ
ー
タ
ー　
　
３
名

採
用
年
月
日

　
平
成
26
年
４
月
１
日

試
験
日
時　

　
３
月
８
日
㈯　
午
前
９
時
か
ら

募
集
期
限

　
３
月
６
日
㈭　
午
後
５
時
ま
で

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
総
務
課
☎
㉓
８
２
９
１

●
４
月
か
ら
、
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
各
地
区
の
指
定
曜
日
に

毎
週
収
集
し
ま
す
。（
年
末
年

始
は
除
く
）
詳
し
く
は
、
ご
み

収
集
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
市
指
定
ご
み
袋
手
数
料
の
『
25

年
度
分
』
減
免
申
請
に
つ
い
て

該
当
す
る
世
帯
で
、
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
人
は
、
３
月
31
日

㈪
ま
で
に
、
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に

対
す
る
補
助
制
度
（
１
機
あ
た

り
３
万
円
ま
で
）
に
つ
い
て
、

購
入
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、

環
境
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
環
境
課
☎
㉓
８
２
５
１

　
一
般
テ
レ
ビ
放
送
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
い
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
、
災
害
時
の
緊
急
情
報
を
受

信
で
き
、
視
覚
障
害
者
の
人
が
容

易
に
使
用
で
き
る
「
視
覚
障
害
者

用
情
報
受
信
装
置
」
を
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
の
対
象
品
目
に
追

加
し
、
給
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

・
対
象
者

視
覚
障
害
１・
２
級
で
、
原
則

小
学
生
以
上
の
人

・
補
助
基
準
額

　
２
９
、０
０
０
円
で
、
自
己
負

　
担
１
割
と
な
り
ま
す
。

（
生
活
保
護
、
ま
た
は
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
負
担
な
し
。）

※
補
助
基
準
額
を
超
え
た
部
分

は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は

購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課
☎
㉓
８
２
０
３

大
人
の
折
り
紙
講
座

日
時　
３
月
14
日
㈮

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館 

対
象　
高
校
生
以
上
20
人

内
容　
飾
り
兜
を
作
り
ま
す

材
料
費　
１
人
分
２
０
０
円

講
師　
天
満
美
穂
さ
ん

申
込　
３
月
４
日
㈫
～（
電
話
可
）

お
話
し
会「
お
わ
せ
の
昔
ば
な
し
」

日
時　
３
月
20
日
㈭

　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
中
央
公
民
館 

対
象　
幼
児
～
小
学
低
学
年
30
人

内
容　
「
山
の
神
と
オ
コ
ゼ
」
の

　
　
　
お
話
や
ぬ
り
え

講
師　
峪
口
晶
子
さ
ん

申
込　
３
月
４
日
㈫
～（
電
話
可
）

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
図
書
館
☎
㉓
８
２
８
２

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
12
日
㈬

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
６
時

　
本
間　
博
子　
弁
護
士

行
政
相
談
（
要
予
約
）

　
26
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
岡
本　
紘
幸　
行
政
相
談
委
員

人
権
相
談

　
20
日
㈭　
午
前
10
時
～
正
午

　
世
古　
博
久　
人
権
擁
護
委
員

　
濵
口　
精
幸　
人
権
擁
護
委
員

無
料
交
通
相
談
（
要
予
約
）

　
13
日
㈭

　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
山
口　
賢
一
交
通
事
故
相
談
員　
　
　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
㉓
８
２
５
０

児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
11
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課
☎
㉓
８
２
０
１

 

有
料
広
告
欄

「広報おわせ」に

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
５月号の締め切りは、３月 20 日 ( 木 ) です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎㉓８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

国民健康保険税 (10期 ) と後期高齢者医療保険料 (９期 ) の納期限は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３月３１日 (月 ) です。税務課☎㉓８１７３

市 

民 

相 

談

市
臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集

教
育
委
員
会
臨
時
職
員
募
集

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
春
の
特
別
企
画
開
催

視
覚
障
害
者
用
情
報
受
信

　
　
装
置
の
給
付
に
つ
い
て



⓳

　
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
日
程

が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

３
日
㈪　
本
会
議

　
　
　
　
（
質
疑
・
一
般
質
問
）

４
日
㈫　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日
㈬　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日
㈭　
生
活
文
教
常
任
委
員
会

７
日
㈮　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

10
日
㈪　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

11
日
㈫　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

12
日
㈬　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

13
日
㈭　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

14
日
㈮　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

18
日
㈫　
本
会
議(

閉
会
日
）

※
本
会
議
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
ア
ナ
ロ
グ
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
放
送
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
の
放
送

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
閉
会
日
の
２
日
後

（
20
日
）
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
録
画
放
送
を
行
い
ま

す
。

※
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
と

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
お
問
合
わ
せ　

　
　
議
会
事
務
局
☎
㉓
８
２
１
１

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
入
会
金

を
持
参
の
う
え
、
受
付
期
間
中
に

体
育
文
化
会
館
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
２
日
㈬
～
毎
週
水
曜　

　
　
　
午
後
７
時
～
９
時　

場
所　
市
立
運
動
場

　
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
小
学
生　
　
　
　

定
員　
約
30
人

入
会
金　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
料
含
む
）

会
費　
月
額
１
、０
０
０
円

受
付　
３
月
３
日
㈪
～
24
日
㈪

　
　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課
☎
㉓
８
２
９
９

対
象　
熊
野
市
・
大
紀
町
の
公
営

プ
ー
ル
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
利
用
者
で
市
内
に
住
民

票
が
あ
る
人

補
助
額　

　
高
校
生
以
上
、
１
回
３
０
０
円

　
中
学
生
以
下
、
１
回
２
０
０
円

※
た
だ
し
、
１
週
間
に
３
回
以
内

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
☎
㉓
８
２
９
９

三
木
浦
町
民
文
化
展

日
時　
３
月
８
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
９
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
三
木
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ　
　

三
木
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
☎
㉘
２
８
３
７

三
木
里
町
民
文
化
展

日
時　
３
月
１
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
２
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
三
木
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ　
　

三
木
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
☎
㉘
２
２
７
４

曽
根
町
「
趣
味
の
作
品
展
」

日
時　
３
月
21
日
㈷

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
22
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
曽
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
　
　
ン
タ
ー

お
問
合
わ
せ　

曽
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉗
３
１
４
１

　
「
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
の
確
保
の
た
め
の
消
費
税
の

転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の
是
正
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
平
成

25
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
消
費
税
の
価
格
転
嫁
等
に
関
す

る
各
種
相
談
窓
口
が
国
の
関
係
機

関
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
に

お
い
て
も
転
嫁
拒
否
行
為
等
の
個

別
事
案
に
関
す
る
情
報
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
推
進
課
☎
㉓
８
２
１
５　

　　老人クラブ３月の講座　　老人クラブ連合会☎㉒７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケたんぽぽ 3･17 日 午前９時 30 分～ コーラス 12･26 日 午後１時 30 分～

カラオケさくら 10･24 日 午前９時 30 分～ 民 謡 6･20 日 午前 10 時～

俳 句 １０日 午後１時 30 分～ 生 花 14･28 日 午前 9 時 30 分～

折 り 紙 11･25 日 午前 9 時 30 分～ 日 舞 7･14 日 午前９時 30 分～

書 道 4･18 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 7･14 日 午後１時 30 分～

茶 道 5･19 日 午後 0 時 30 分～

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

3 月 1日 ( 土 )・4月 5日 ( 土 )
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　商工観光推進課☎㉓８２１５
　　　事務局　尾鷲商工会議所☎㉒２６８２
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

し尿くみ取り日程
須賀利 3 月 17 日 ( 月 ) ～ 18 日 ( 火 )
早　田 3 月 24 日 ( 月 )
九　鬼 3 月 25 日 ( 火 ) ～ 27 日 ( 木 )
三木浦 3 月 31 日 ( 月 ) ～ 4 月 2 日 ( 水 )
曽　根 4 月 3 日 ( 木 )
梶　賀 4 月 7 日 ( 月 )
三木里 4 月 8 日 ( 火 ) ～ 11 日 ( 金 )
古　江 4 月 14 日 ( 月 ) ～ 17 日 ( 木 )
賀　田 4 月 21 日 ( 月 ) ～ 24 日 ( 木 )

　★クリンクルセンター　　☎㉒０６０５

町
民
文
化
展
開
催

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別

　
　
措
置
法
に
係
る
対
応

 

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

　
　
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

 

プ
ー
ル
利
用
者
の
補
助
金

　
　
　
　
申
請
に
つ
い
て
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市
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室
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書
広
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係

〒
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尾
鷲
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☎
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ホ
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レ
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N
o.721

広
報
お
わ
せ

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!
★
今
月
の
夜
間
観
望
会

１
日
㈯　
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
散
開
星

　
団
・
木
星
・
Ｍ
42

７
日
㈮
～
８
日
㈯　
上
弦
前
の
月

　
・
木
星
・
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲

14
日
㈮
～
15
日
㈯　
満
月
前
の
月

・
木
星
・
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
・
シ

リ
ウ
ス

21
日
㈷
～
22
日
㈯　
ふ
た
ご
座
カ

ス
ト
ル
と
ポ
ル
ッ
ク
ス
・
木
星
・

し
し
座
レ
グ
ル
ス

28
日
㈮
～
29
日
㈯　
木
星
・
オ
リ

オ
ン
座
大
星
雲
・
か
に
座
の
散

開
星
団
プ
レ
セ
ペ

・
入
館
時
間　

　
午
後
７
時
～
９
時

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◎
せ
ぎ
や
ま
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　
キ
ャ
プ
テ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

日
時　
３
月
７
日
㈮
午
後
７
時
～

入
場
料　
前
売　
８
０
０
円

　
　
　
　
当
日
１
、０
０
０
円

販
売
場
所　
賀
田
・
三
木
里
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

日
時　
３
月
６
日
㈭　

①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
０
歳
児
と
保
護
者

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

場
所　
３
階　
和
室　

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、
わ
ら
べ

　
　
　
う
た
、
指
遊
び
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

日
時　
３
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象   

幼
児

内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞

　
　
　
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

日
時　
３
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯

　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象　
小
学
生

内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ほ
か

◆
今
月
の
休
館
日

　
３･

10･

16
・
17
・
21
・
24･

31
日

編　
集　
後　
記

　
３
月
に
な
り
ま
し
た
ね
。
現
在
、
尾
鷲
市

内
で
は
「
第
10
回
尾
鷲
お
ひ
な
さ
ま
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
夢
古
道
お
わ

せ
や
三
重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

様
々
な
場
所
で
お
ひ
な
さ
ま
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
各
会
場
に
よ
っ
て
日
程
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。（
場
所
や
日
程
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
今
月
は
、
市
内
の
保
育
園
・
小
中
学
校
・

高
校
ま
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
進
学

や
就
職
で
、
ふ
る
さ
と
尾
鷲
を
離
れ
、
新

し
い
土
地
で
生
活
を
始
め
る
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
親
の
立
場
と
し
て
は
、
自
分

の
子
ど
も
は
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
一
人

で
き
ち
ん
と
生
活
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
心

配
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
持
つ

力
を
信
じ
ま
し
ょ
う
。
期
待
と
不
安
を
胸

に
し
て
、
新
た
な
道
を
進
む
皆
さ
ん
、
自

分
の
目
指
す
道
を
自
信
を
持
っ
て
進
ん
で

く
だ
さ
い
。

♠
３
月
は
、
卒
業
・
転
勤
・
退
職
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
ね
。
卒
業
・
転
勤
の
人
は
尾
鷲

を
離
れ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

広
報
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

尾
鷲
の
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
尾
鷲
を
離
れ
て
も
応
援
団
と
し
て

を
尾
鷲
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

《
一
般
図
書
》

・
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
バ
ス　
伊い

ぶ
き吹

有ゆ

き喜
著

　
東
京
で
の
過
酷
な
仕
事
を
辞
め
、
故
郷
の
新
潟
で
夜
行
バ
ス
の
運
転
手

を
し
て
い
る
主
人
公
。
あ
る
夜
、
彼
が
運
転
す
る
バ
ス
に
乗
っ
て
き
た
の

は
、
16
年
前
に
別
れ
た
妻
だ
っ
た
。
一
度
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
た
家
族
四
人
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
が

問
題
を
抱
え
て
故
郷
に
集
ま
っ
て
く
る
。
全
員

が
も
う
一
度
前
に
進
む
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。
家
族
の
再
生
を
描
く
。　
　
　

・
舞
台　
西に

し
加か

な

こ
奈
子
著　

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
自
意
識
過
剰
な
葉
太
。
29
歳
に
し
て
初
め
て
訪
れ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
滞
在
初
日
に
バ
ッ
グ
ご
と
盗

難
に
遭
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
虚
栄
心
と
羞
恥

心
に
縛
ら
れ
た
葉
太
は
誰
に
も
助
け
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
彷
徨

う
。
葉
太
は
無
事
に
帰
国
で
き
る
の
か
・
・
・
。

・
み
く
ま
の
便
り　
中な

か
た田
重し

げ
あ
き顕
著

・
聴
い
て
る
つ
も
り
症
候
群　
榎え

の
も
と本
博ひ

ろ
あ
き明
著

《
児
童
図
書
》

・
あ
の
ひ
の
ク
ジ
ラ　
ベ
ン
ジ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
作

　
ノ
イ
は
お
父
さ
ん
と
６
匹
の
ね
こ
と
海
の
そ

ば
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
浜
辺
に
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
小
さ
な
ク
ジ
ラ
。
ノ
イ

は
家
に
連
れ
て
帰
っ
て
一
生
懸
命
世
話
を
し
ま

す
。
ク
ジ
ラ
を
通
し
て
、
父
と
子
の
優
し
い
交

流
が
描
か
れ
た
１
冊
で
す
。

・
き
れ
い
で
す
ご
い
魚　
赤あ

か
ぎ木
か
ん
子こ

文

天
文
科
学
館

☎
㉓
０
５
２
５

　
図
書
館

☎
㉓
８
２
８
２

人　の　動　き
（1 月末現在）

　人　口 19,950 人　　（前月比 -28）
  （男 9,296 人　女 10,654 人）

　世帯数 9,948 世帯（前月比 -3）
　転　入　29 人　　転出　28 人
　出　生　  4 人　　死亡　33 人

その他　   0 人　　（住民基本台帳）



「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

市
民
文
化
会
館

☎
㉓
３
０
０
０
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